
◎サイレンのパターン(ダムからの放流状況により２つのパターンがあります)

●パターン１（１分吹鳴(１０秒休止)を５回繰り返します。（５分４０秒））
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●パターン２（１５秒吹鳴(１０秒休止)を１５回繰り返します。（約６分））
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③ 異常洪水時防災操作開始前（いわゆる「緊急放流」）：高柴ダム
※異常洪水時防災操作については、裏面をご参照ください。

  【問い合わせ先】福島県鮫川水系ダム管理事務所（いわき市東田町一丁目26-1）
          TEL：0246-63-2155 E-mail：samegawa.damu@pref.fukushima.lg.jp
          URL：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41383a/

、夜間（昼間以
外）は毎秒50 以上の放流をする場合。
上記の放流を開始後更にダムへの流入量が増加し、ダムからの放流量が毎秒500 を超
える場合。

、夜間（昼間以
外）は毎秒20 以上の放流をする場合。

事前放流開始前にも「放送とサイレン」でお知らせする場合があります。
事前放流は、台風等により大雨が予想される場合に、ダムの貯水位を常時満水位から下
げて、利水容量の一部を事前に放流し、洪水調節のための容量として活用するものであ
り、洪水によるダム下流河川の氾濫や浸水被害の軽減を図ります。

５分４０秒

高柴ダム・四時ダムの放流時のサイレンについて

令和３年１月
福島県鮫川水系ダム管理事務所

 当事務所で管理している「高柴ダム（田人町）」及び「四時ダム（川部町）」では、ダムから
一定の量以上を放流する場合に、警報局から放送とサイレンにより放流警報をお知らせしていま
す。
 同時に、警報車で放流警報をお知らせしながら、ダム下流のパトロールを行っています。
放流警報があった場合は、ダムへの流入量が増加しており、ダムの下流が晴れていても川の水

位が上がりますので、川に近づかないようにお願いします。

１分 １分 １分 １分 １分



流入量＝放流量
（1,100 /s以下）

異常洪水時防災操作

洪水調節

放流量1,100 /s

最低水位 44.00ｍ

常時満水位 52.50ｍ

サーチャージ水位 63.00ｍ
異常洪水時防災操作開始水位 61.10ｍ

流入量が毎秒1,100 を超えると
洪水調節を開始（流入量＞放流量）

通常は、流入量＝放流量で貯水位を常時満水位に維持していますが、
流入量が毎秒1,100 を超えた時点で、放流量を毎秒1,100 とし、
洪水調節を開始します（ダムに水を貯めます）。

毎秒1,100 以上を放流
（流入量＝放流量）

最低水位 44.00ｍ

サーチャージ水位 63.00ｍ

異常洪水時防災操作開始水位 61.10ｍ

洪水調節を開始し、貯水位が61.10ｍを超えた場合には、放流量を
毎秒1,100 から流入量＝放流量となるまでゲート開度を調整し、
毎秒1,100 以上を放流します。

高柴ダムからの放流

サーチャージ水位：洪水調節によりダムに一時的に貯留できる最高水位
常 時 満 水 位 ：平常時（非洪水時）にダムによって貯留する最高水位
最 低 水 位 ：ダムの容量を使用できる最低限の水位

貯水位が61.10mを超えると
異常洪水時防災操作を開始
（流入量＝放流量）


